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第５４回日立商工会議所会頭杯野球大会決勝戦（８月４日）
株式会社日立製作所日立事業所国分生産本部開閉装置チームが初優勝する ： 写真左下

2013

■第１２４回通常議員総会
　平成２４年度事業報告/収支決算報告
■ふるさと日立検定試験
　女性のための創業塾のご案内
■早期景気観測（ＬＯＢＯ）調査第１四半期
■中小企業相談所のご案内
■特集　消費税率引き上げに向けての
　経過措置の対応（第２回）
■リレー随想（その１６２）
■会員探訪
■会議所インフォメーション
■議員改選のご案内/常議員会
　建設業部会、工業部会からのお知らせ
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日 立 地 区　9月  6日（金） ・   7日（土）

多 賀 地 区　9月20日（金） ・ 21日（土）

大みか地区　9月27日（金） ・ 28日（土）

第9回ドリンク（グルメ）ラリーの
ご案内

第9回ドリンク（グルメ）ラリーの
ご案内

チケット好評販売中!!
前売り券3,200円（当日3,500円）

（日高地区含む）

※参加店随時更新中
　詳細はホームページをご覧下さい。　■問合せ　商業観光課
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会
頭
挨
拶
の
概
要

平成24年度に実施した主な事業

１．中小企業相談所の機能強化

制度金融による資金調達支援、経営支援強化、経営革
新・創業支援、緊急経済対策への迅速な対応、平成２
４年度中小企業等グループ施設等災害復旧事業申請へ
の対応。

２．部会・委員会の運営推進

○部会
商業部会（商店街の活性化支援、個店魅力向上支援、販
促強化支援）

工業部会（日立地区産業支援センターとの連携、販路開
拓支援、ものづくりへの取組み支援、産学官金連携の
検討、人材活用・キャリア教育支援、ものづくり技能
向上支援）

建設業部会（新技術・新素材に関する情報収集、技術力
向上支援）

金融財務業部会（部会員の経営強化支援、部会員間の交
流促進事業）

観光環衛業部会（地域資源の有効活用（地域ブランド認
定品、口福の郷商標権の活用）、「食」による賑わい
創出（ドリンクラリー、おいしい元気村運営支援））

交通運輸業部会（経営環境変化への適応支援、関連業界
との連携）
文化産業部会（会員交流事業の実施、部会員間の情報交換）
○委員会
運営委員会（商工会議所運営に関する課題研究、県連政
策委員会への提言要望事項とりまとめ、講演会）
会員サービス委員会（会員サービス事業の実施、健康管
理支援事業の強化、各種検定試験の実施）
産業振興対策委員会（環境エネルギー分野の研究、地域
活性化・交通インフラ整備事業等の研究）
情報化委員会（かいぎしょNEWS・ホームページによる
情報提供機能の強化、地域情報メディアの活用）
観光委員会（観光関連事業の検討、ふるさと日立検定試
験の実施、優良土産品推奨店事業の推進）
特別委員会（国際交流事業推進、地域ブランド事業支
援）

３．運営基盤の強化

行政関係機関との連携等提言、要望活動の強化、各業
界団体との連携強化、財源確保策の研究、女性会・青
年部の育成。

平成24年度　支出の部 平成24年度　収入の部 平成24年度　財政規模

　総
会
は
秋
山
会
頭
の
挨
拶

（
別
記
）
に
続
き
、
吉
成
明
日

立
市
長
、
飛
田
謙
一
日
立
市
議

会
議
長
の
祝
辞
の
後
、
秋
山
会

頭
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

　平
成
24
年
度
事
業
報
告
で

は
、
『
身
近
な
商
工
会
議
所
と

し
て
企
業
と
地
域
に
活
力
を
』

を
掲
げ
、
①
中
小
企
業
相
談
所

の
機
能
強
化
②
部
会
・
委
員
会

の
活
性
化
（
商
業
部
会
、
工
業

部
会
、
建
設
業
部
会
、
金
融
財

務
業
部
会
、
観
光
環
衛
業
部

会
、
交
通
運
輸
業
部
会
、
文
化

産
業
部
会
、
運
営
委
員
会
、
会

員
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
、
産
業
振

興
対
策
委
員
会
、
情
報
化
委
員

会
、
観
光
委
員
会
、
特
別
委
員

会
）
③
運
営
基
盤
の
強
化
な
ど

重
点
事
項
を
精
力
的
に
展
開
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
事
業
推
進
に
伴

う
一
般
会
計
と
４
特
別
会
計

（
中
小
企
業
相
談
所
、
法
定
台

帳
関
係
費
、
特
定
退
職
金
共

済
、
退
職
給
与
積
立
金
）
で
、

総
額
６
億
５
千
万
円
の
収
支
決

算
を
審
議
し
、
全
議
案
と
も
原

案
通
り
承
認
し
ま
し
た
。

　大
震
災
か
ら
２
年
４
ヶ
月
余

り
が
経
過
し
、
震
災
の
影
響
は

ま
だ
ま
だ
残
っ
て
お
り
ま
す

が
、
昨
年
末
の
新
政
権
発
足
後

か
ら
為
替
や
株
価
が
好
転
、
ま

た
、
政
権
運
営
が
安
定
し
た
こ

と
か
ら
、
一
段
と
景
気
回
復
へ

の
期
待
が
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。　一

方
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う

内
需
の
減
少
や
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
進
展
等
に
よ
っ
て
、

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
経
営
課
題

も
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
お
り

ま
す
。

　当
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、

平成24年度事業と収支決算を審議した役員・議員

中小・小規模企業経営支援事業や部会・委員会事業を承認
－決算額は5会計で6億5千万円－

第124回通常議員総会を開催第124回通常議員総会を開催第124回通常議員総会を開催

　7月29日、当所で平成24年度事業報告と一般・特別会
計の収支決算報告を承認する第124回通常議員総会を開
催しました。
　当日は秋山会頭はじめ役員・議員90人（内、委任状提
出者48人）が出席しました。

1

2

3

第124回通常議員総会を開催

経営安定セミナー 第8回ドリンクラリー大みか地区 日立駅情報交流プラザ運営支援

工業部会要望活動 新春特別講演会 産学官金連携事業

原
発
事
故
に
伴
う
風
評
被
害
の

影
響
や
雇
用
へ
の
不
安
感
な
ど

か
ら
消
費
が
低
迷
し
、
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
が
激
し
さ

を
増
す
な
か
、
製
造
業
な
ど
で

先
行
き
の
不
透
明
感
を
強
め
て

お
り
、
厳
し
い
経
済
状
況
が
続

い
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。　厳

し
く
変
化
の
激
し
い
な
か

に
あ
り
ま
す
が
、
変
化
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
、
な
に
よ
り
大

事
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　当
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

商
工
会
議
所
の
使
命
で
あ
る
会

員
事
業
所
の
経
営
安
定
と
持
続

的
発
展
へ
の
支
援
や
、
地
域
商

工
業
の
改
善
発
展
、
経
済
の
活

性
化
に
向
け
て
、
部
会
や
委
員

会
事
業
を
一
層
強
化
し
、
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
特
に
、
経
営
支
援
で

は
、
中
小
企
業
が
直
面
し
て
い

る
経
営
課
題
を
細
か
く
把
握

し
、
き
め
細
か
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
振
興

に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
業
界

や
行
政
と
の
連
携
の
も
と
に
、

地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
の
発

展
や
賑
わ
い
・
交
流
を
支
え
る

も
の
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

ソ
フ
ト
部
分
の
強
化
は
も
と
よ

り
、
ハ
ー
ド
の
整
備
が
欠
か
せ

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
提
言
要
望
活
動

を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会
員
企
業
の
経
営
安
定
、
地
域
振
興
に
む
け
て

　
　
　
　
　

  

部
会
・
委
員
会
活
動
を
積
極
的
に
展
開

650,180千円

繰越金
56,344 
9%

会費
77,299 
12%

負担金
4,316 
1%

事業収入
96,488 
15%

交付金
74,762 
11%

共済掛金・給付金受取
317,261 
49%

雑収入
2,580 
0%

繰入金
21,130 
3%

特定退職金共済
特別会計
326,412 
50%

650,180千円

一般会計
230,127 
35%

中小企業相談所
特別会計
88,861 
14%

法定台帳関係費
特別会計
4,780 
1%

その他
1,100 
0.2%

597,813千円

事業費
58,586 
9.8%

給与費
145,475 
24.3%

事務費
10,550 
1.8%

会館運営費
21,326 
3.6%

公課分担金
8,805 
1.5%

共済事業給付金
317,261 
53.1%

繰入金
34,710 
5.8%
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地
域
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ま
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中小・小規模企業経営支援事業や部会・委員会事業を承認
－決算額は5会計で6億5千万円－

第124回通常議員総会を開催第124回通常議員総会を開催第124回通常議員総会を開催

　7月29日、当所で平成24年度事業報告と一般・特別会
計の収支決算報告を承認する第124回通常議員総会を開
催しました。
　当日は秋山会頭はじめ役員・議員90人（内、委任状提
出者48人）が出席しました。
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第124回通常議員総会を開催

経営安定セミナー 第8回ドリンクラリー大みか地区 日立駅情報交流プラザ運営支援

工業部会要望活動 新春特別講演会 産学官金連携事業

原
発
事
故
に
伴
う
風
評
被
害
の

影
響
や
雇
用
へ
の
不
安
感
な
ど

か
ら
消
費
が
低
迷
し
、
ま
た
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
が
激
し
さ

を
増
す
な
か
、
製
造
業
な
ど
で

先
行
き
の
不
透
明
感
を
強
め
て

お
り
、
厳
し
い
経
済
状
況
が
続

い
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。　厳

し
く
変
化
の
激
し
い
な
か

に
あ
り
ま
す
が
、
変
化
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
、
な
に
よ
り
大

事
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　当
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

商
工
会
議
所
の
使
命
で
あ
る
会

員
事
業
所
の
経
営
安
定
と
持
続

的
発
展
へ
の
支
援
や
、
地
域
商

工
業
の
改
善
発
展
、
経
済
の
活

性
化
に
向
け
て
、
部
会
や
委
員

会
事
業
を
一
層
強
化
し
、
取
り

組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
特
に
、
経
営
支
援
で

は
、
中
小
企
業
が
直
面
し
て
い

る
経
営
課
題
を
細
か
く
把
握

し
、
き
め
細
か
に
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
振
興

に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
業
界

や
行
政
と
の
連
携
の
も
と
に
、

地
域
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
地
域
の
発

展
や
賑
わ
い
・
交
流
を
支
え
る

も
の
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

ソ
フ
ト
部
分
の
強
化
は
も
と
よ

り
、
ハ
ー
ド
の
整
備
が
欠
か
せ

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
、
提
言
要
望
活
動

を
強
化
し
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会
員
企
業
の
経
営
安
定
、
地
域
振
興
に
む
け
て

　
　
　
　
　

  

部
会
・
委
員
会
活
動
を
積
極
的
に
展
開

650,180千円

繰越金
56,344 
9%

会費
77,299 
12%

負担金
4,316 
1%

事業収入
96,488 
15%

交付金
74,762 
11%

共済掛金・給付金受取
317,261 
49%

雑収入
2,580 
0%

繰入金
21,130 
3%

特定退職金共済
特別会計
326,412 
50%

650,180千円

一般会計
230,127 
35%

中小企業相談所
特別会計
88,861 
14%

法定台帳関係費
特別会計
4,780 
1%

その他
1,100 
0.2%

597,813千円

事業費
58,586 
9.8%

給与費
145,475 
24.3%

事務費
10,550 
1.8%

会館運営費
21,326 
3.6%

公課分担金
8,805 
1.5%

共済事業給付金
317,261 
53.1%

繰入金
34,710 
5.8%
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期　日

10月12日(土)
13：00～13：20

13：20～16：20

13：00～16：00

13：00～14：00

14：10～15：40

15：40～16：40

13：00～16：00

13：00～16：00

13：00～16：00

16：00～16：30

第１講

第２講

第３講

第４講

第５講

第６講

第７講

第８講

開講式・オリエンテーション

創業の心構え
講師　中小企業診断士　　井手美由樹さん
ビジネスマナー
　講師　ソフィアハーモニー代表　伊藤千恵子さん
夢に向かって先輩に学ぶ
女性起業家交流グループ「みゅーずnet」との懇談会
創業資金借り入れのためのポイント
　講師　日本政策金融公庫日立支店担当者
初めての確定申告（初心者向け）
　講師　税理士　阿部喜美子さん
マーケティングと顧客作り
　講師　中小企業診断士　　井手美由樹さん
創業の手続き
　講師　中小企業診断士　　井手美由樹さん
ビジネスプラン作成
　講師　中小企業診断士　　井手美由樹さん

閉講式・個別相談会

時　間 内　容　・　講　師

夢をかたちに 女性のための創業塾を開催します女性のための創業塾を開催します女性のための創業塾を開催します

◇日　程
　平成25年10月12日（土）～11月30日（土）
＜全6日間＞
　（詳細は右記スケジュールをご確認ください）
◇会　場　日立市女性センター
　　　　　日立市鮎川町1‐1‐10　
◇参加費　1名　5,000円
◇定　員　20名（先着順）　
　＊託児システム有り（事前にご相談ください）
◇対象者　起業・開業を目指すＯＬ、主婦、
女子学生、創業間もない女性経営者や女性
後継者など　
◇申込方法　所定の申込書に必要事項を記入
し、10月3日(木)までにお申込みください。
　後日、受講料等についてご連絡いたします。

第5回 ふるさと日立検定を実施します！

　心構えや基礎知識、ビジネスプラン作成、開業
資金などについて学び、創業を夢見る女性のお手
伝いをいたします。夢を実現するための第一歩とし
て、是非この機会にご参加ください。

11月30日(土)

11月16日(土)

11月 9 日(土)

11月 2 日(土)

10月19日(土)

（税込み1,000円） （税込み1,000円）

ふ
る
さ
と
日
立
検
定

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

ふ
る
さ
と
日
立
検
定

公
式
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク

　中
級
編

公式テキストブックも
発売中です！

○受 験 料：一　般・・・1,000円（消費税含む）

　　　　　　中学生以下・・・500円（消費税含む）

　　　　　　※初級、中級を両方受験される方は下記の
　　　　　　　割引料金になります。
　　　　　　　一　　般：1,800円（消費税含む）
　　　　　　　中学生以下：800円（消費税含む）
○受験会場：日立商工会議所会館　ほか
○申込方法：所定の受験申込用紙に必要事項をご記入の上、
　　　　　　①窓口　②郵送　③ＦＡＸにてお申込ください。
　　　　　　※申込書は「ふるさと日立検定ＨＰ」からも印刷できます。
　　　　　　　http://www.hitachicci.or.jp/hitachikentei/

○申込期間：平成25年9月2日（月）～平成25年10月11日（金）

初級　10：00～11：00（制限時間60分）　　　

中級　13：00～14：30（制限時間90分）平成25年10月20日（日）検定日時 試　　験

　「日立」をどれくらい知っていますか？ あなたの知っている「日立」はどんなところですか？　「日立」をどれくらい知っていますか？ あなたの知っている「日立」はどんなところですか？

第5回 ふるさと日立検定を実施します！第5回 ふるさと日立検定を実施します！第5回 ふるさと日立検定を実施します！

お問合せ　経営相談課　〒317-0073　日立市幸町1－21－2　TEL 0294－22－0128 ／ FAX 0294－22－0120



業種別概況

業況判断（DI値）について

製　造　業 小　売　業 建　設　業 サービス業

　小型建設機械、金型等の受注は堅
調に推移するも、短納期、小額な案
件が多い。自動車関連、家電関連で
は、生産減に加え、円安による燃料
材料費増加により採算は厳しい。
　生産拠点の海外シフトや親会社の
再編による影響など経営環境の悪化
を懸念する声も多く、慎重な見方が
続く。それぞれの事業所でも仕事量
を確保するため、新規取引先のアプ
ローチを強めている。
　個別では「親工場の合併により、
作業内容、量とも変化が予想され
る。既存技術活用による新規分野の
開拓が必要。」「自動車関連では海
外シフトが更に進むのではないか心
配。」「円安に伴い資材、燃料の価
格が上昇しているが取引先の同意が
得られず価格転嫁ができない。」な
どの報告があった。

　期間後半の猛暑により一部
夏向けの商品が好調であった
が、日用品・雑貨類について
は依然として節約志向が強く
売上は低迷。アベノミクスに
よる景気押上げムードがある
が、地方への波及効果はまだ
見られない。消費税増税によ
る購買頻度の低下など、先行
きに対する懸念材料は依然と
して多い。
　個別では、「円安に伴い包
装資材等価格上昇している
が、価格転嫁できず採算厳し
い。」「高齢者の間でもイン
ターネットでの買物が多くな
り来店数減少。」「震災対応
備蓄品の受注が減少傾向にあ
り、震災特需に陰りが見え
る。」などの報告があった。

　建設業では、東日本大震災
の復旧工事が一段落したが、
緊急経済対策として道路・河
川・港湾・各施設などの耐震
補強・改築や補修など復興・
防災対策の工事需要から、技
能者及び労働者が依然として
不足している。公共工事に関
する労務費、資材費の改定が
あるが実態の後追い状況が続
き採算が悪化している事業所
が多い。
　個別では、「工事契約額の
低下に加え、資材関係が値上
がりし採算は非常に厳しい。
」「受注件数はあるが人材不
足により、対応が厳しい状
況。資材も高騰しているが受
注単価に反映されない。」な
どの報告があった。

　景気回復への強い期待感を背景
に個人消費は持ち直しの動きがあ
ったが、客単価の低迷や材料費高
騰、今後の消費税増税など不安材
料も多い。
　夏の観光シーズン到来により観
光客の増加が期待されるが、海水
汚染の不安など風評被害による影
響を心配する声がある。
　個別では、「車検等整備部門は
受注安定するも、新車・中古車販
売は件数減少。（自動車整備業）
」「近隣同業他社との価格競争が
激化、食材仕入高騰を価格転嫁で
きない。（ホテル業）」「福島、
北茨城方面への工事業者の宿泊件
数が増えているが、観光客と違い
単価は低い。（旅館業）」「燃料
費高騰により採算悪化。（輸送
業）」の報告があった。

●全産業の業況は、▲36.9ポイントと前回調査時（▲25.0）から11.9ポイント悪化した。今後の見通しについても▲29.8ポ
イントと若干改善する見込みとなったが、原材料の上昇・高止まりに加え、人件費等のコストが増す中、価格転嫁が進まない
との指摘もあり、依然として景気回復の実感が乏しい状況がうかがえる。
●製造業においては、▲47.8ポイントと前回調査時（▲42.9）から▲4.9ポイント悪化した。今後の見通しについては▲
34.8ポイントと13ポイント改善する予想となったが、円安に伴い燃料・原材料の上昇による採算悪化が懸念され、先行きへ
の警戒感は根強く、依然として厳しい経営環境がうかがえる。
●小売業においては、▲34.6ポイントで前回調査時（▲26.9）から7.7ポイント悪化した。今後の見通しでも▲34.6ポイン
トであり、個人消費の持ち直しなどに対する期待は大きいものの、現状の水準で推移する予想となった。
●建設業においては、▲35.3ポイントと前回調査時（▲5.3）に比べ30.0ポイント悪化、平成22年度第4四半期（▲46.7）
以来の▲30超えとなった。今後の見通しでは▲35.3ポイントと同じ水準で推移する予想となった。
●サービス業においては、▲27.8ポイントと前回調査時とほぼ横ばい。今後の見通しについては▲11.1ポイントと個人消費の
持ち直し、景気浮揚への期待感にけん引され16.7ポイント改善する予想となった。

業況DIの推移

調査対象並びに回収状況

対象件数

回収件数

回収割合（％）

製造業

25

23

92.0

小売業

30

26

86.6

建設業

20

17

85.0

サービス業

25

18

72.0

計

100

84

84.0

・ＤＩ値は調査項目についての景況判断状況を表す。
　（△（＋）で上向き、▲（－）で下向き）
・強気、弱気等景気感の相対的な広がりを意味する。
　ＤＩ＝（増加・好転・不足等の回答割合）－
　　　　　　　　　　（減少・悪化・過剰等の回答割合）

調査時期

調査基準

7月（四半期毎に実施）

四半期毎の景況感を対前年同期と比較

平成25年度第1四半期

日立商工会議所全産業

製造業

小売業

建設業

サービス業

製 造 業

第2四半期

▲28.9

▲40.9

▲44.0

▲5.9

▲15.8

第3四半期

▲37.4

▲65.2

▲39.1

▲17.7

▲20.0

第4四半期

平成24年度 平成25年度

▲25.0

▲42.9

▲26.9

▲5.3

▲22.2

第1四半期

▲36.9

▲47.8

▲34.6

▲35.3

▲27.8

今後の見通し
（7月～9月）

▲29.8

▲34.8

▲34.6

▲35.3

▲11.1

24/2四半期　　24/3四半期　　24/4四半期　　25/1四半期　25/1四半期見通し

サービス業 全 産 業小 売 業 建 設 業
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　まだなんとかなる…もう少しガンバレば…と、事業を続けているうちに、事態は
より深刻になり、傷口を大きく広げることが少なくありません。
　不幸にして経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが、倒産を
防ぐ重要なポイントです。受注・販売の不振、手形の決済など経営の先行きに不安
が生じたら、できるだけお早めにご相談ください。

　商工会議所では、皆さまの経営がより良くなるようお手伝いする「経営改善普及事業」を
実施しています。この事業は経営指導員が、小規模企業の良きパートナーとして経営相談にあたるもので、無料・公平
・秘密の原則のもとに実施しています。安心してお気軽にご相談ください。

困っていたらお早めに!!

　最近のエネルギーを巡る現状と今後の課題について、グロー

バルな視点から、日本が直面するエネルギー・電力問題にど

う対処すべきなのかを講演致します。

■講演内容

　・世界のエネルギーの論点（安全保障、地球環境問題）

　・欧州の電力・再生可能エネルギー動向

　・米国のシェールガス革命と日本経済への影響

　・東日本大震災を契機とした日本のエネルギー需給

　・エネルギー政策（エネルギー基本計画、電力システム改革）

　・固定価格買取制度（ＦＩＴ）開始後の現状と関連ビジネ

スの動向等

■講　師

　江本英史  氏
　（株式会社日本政策投資銀行  産業調査部課長）

帳簿や伝票のつけ方から、決算・申告
の仕方、節税対策などのご相談に応じ
ています。

特別講演会 最近のエネルギーを巡る動向最近のエネルギーを巡る動向

日　時　9月5日（木）午後2時～4時
会　場　日立商工会議所会館
定　員　100名
受講料　無料
問合せ　経営相談課

受講者募集中


